
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料館では 

 

深澤晟雄の会ニュース 
第 100 号  

特定非営利活動法人 深 澤 晟 雄 の 会 

(2018 年 11 月 20 日発行) 

 

深澤晟雄の会事務局／〒029-5505 西和賀町湯本 30-86-10   

  

ＴＥＬ 0197-81-1722   ＦＡＸ 0197-81-1723 
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「いのち」を考える作文表彰 

           

 

 

深
澤
晟
雄
資
料
館
開
設
10

周
年
を
記
念
し
て
「
い
の
ち

を
考
え
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
創
設
し
、
そ
の
第
１
回
の

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
県
内
小
中

高
校
生
の
３
部
門
か
ら
67
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。 

作
家
の
高
橋
克
彦
氏
を
委

員
長
と
す
る
５
人
の
審
査
委

員
に
よ
る
入
賞
者
は
次
の
通

り
で
す
。 

（
① 

最
優
秀
賞 

②
優
秀
賞 

 

③
佳
作
） 

 

〈
小
学
生
の
部
〉 

①
田
村
咲
穂
（
湯
田
小
４
年
） 

②
高
橋
心
春
（
沢
内
小
２
年
） 

③
赤
坂
茜
羽
（
湯
田
小
６
年
） 

〈
中
学
生
の
部
〉 

①
武
田
華
奏
（
湯
田
中
１
年
） 

②
高
橋
飛
純
（
湯
田
中
１
年
） 

③
鎌
田
彩
楓
（
松
園
中
２
年
） 

〈
高
校
生
の
部
〉 

①
及
川
瑞
揮（
盛
岡
支
援
３
年
） 

②
赤
坂 

翼（
盛
岡
支
援
１
年
） 

③
後
藤 

樹（
西
和
賀
高
１
年
） 

 
 

 

     
 

 

県
な
ど
県
内
外
か
ら
80
人
ほ

ど
の
参
加
者
で
盛
会
で
し
た
。 

 
 

高
橋
審
査
委
員
長
の
講
評

で
も
「
こ
れ
だ
け
の
子
ど
も

た
ち
が
命
に
向
き
合
っ
て
く

れ
た
こ
と
に
驚
い
た
。
こ
の

気
持
ち
を
持
っ
た
ま
ま
成
長

す
る
な
ら
素
晴
ら
し
い
人
に

な
る
だ
ろ
う
。
入
賞
作
以
外

の
レ
ベ
ル
も
高
く
、
今
後
も

続
け
て
ほ
し
い
」
と
、
感
動

的
な
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。 

    

岩
手
県
内
で
子
供
食
堂
な

ど
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

フ
ー
ド
バ
ン
ク
岩
手
の
呼
び

か
け
に
本
会
も
賛
同
し
、
食

事
が
満
足
に
と
れ
な
い
子
供

た
ち
に
食
材
を
提
供
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。 

本
会
の
呼
び
か
け
に
玄
米

や
野
菜
、
缶
詰
等
の
商
品
、
金

一
封
等
を
寄
せ
ら
れ
た
町
民

に
感
謝
し
、
11
月
中
に
搬
送

す
る
日
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
岩

手
と
日
程
調
整
中
で
す
。 

資料館開設１０周年記念事業 

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
輝
け
「
い
の
ち
」
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
の
共
催
で
、
表
彰
式

は
10
月
14
日
沢
内
バ
ー
デ
ン

で
の
「
い
の
ち
の
灯
」
建
立
35

周
年
の
集
い
で
行
い
ま
し
た
。 

表
彰
式
で
は
最
優
秀
賞
受

賞
者
の
作
文
朗
読
発
表
が
行

わ
れ
、
い
の
ち
の
灯
の
集
い
参

加
者
に
深
い
感
銘
を
与
え
ま

し
た
。
集
い
に
は
西
和
賀
町
民

を
中
心
に
遠
く
は
九
州
・
福
岡 

 
 

 
 

              
11
月
初
旬
に
町
民
か
ら
資
料
館

に
届
け
ら
れ
た
食
材
の
一
部
。 

 

食
に
乏
し
い
子
を
支
援 

 
 
 
 

町
民
の
食
材
提
供
に
感
謝 

後列中央の審査委員３人を中心に表彰式出席の受賞者

の皆さん。前列椅子席の３人は右から小・中・高校生の

最優秀賞受賞者。（写真提供＝本会会員・深澤久子さん） 



沢
内
で
学
ん
だ 

す
こ
や
か
生
涯 

  

「
す
こ
や
か
に
生
ま
れ
る
」「
す

こ
や
か
に
育
つ
」「
す
こ
や
か
に
老

い
る
」
。
こ
の
言
葉
が
私
の
心
に
一

番
響
い
て
き
ま
し
た
。 

私
の
ゼ
ミ
で
は
今
、
こ
う
の
と
り

の
ゆ
り
か
ご
（
赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
）

を
研
究
し
て
い
ま
す
。
生
ま
れ
た
命

を
救
う
と
い
う
大
切
さ
を
学
ん
だ

今
、
「
老
い
る
時
の
大
切
さ
」
を
沢

内
で
学
び
ま
し
た
。
こ
う
し
て
幅
広

い
年
齢
の
福
祉
を
学
べ
る
こ
と
が

と
て
も 

 

と
て
も
素
敵
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

（
愛
媛
県
松
山
市 

  
 
 
 
 
  

吉
岡
真
由
子
様
） 

後
世
に
村
長
の 

功
績
伝
え
た
い 

「
す
こ
や
か
」 

と
て
も
い
い
言

葉
で
す
ね
。
昨
年
こ
の
地
を
訪
れ

て
初
め
て
深
澤
さ
ん
を
知
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
彼
の
功
績
を
後

世
に
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

痛
感
し
ま
し
た
。 

（
名
古
屋
大
学
４
年 

東
野
様
） 

こ
の
資
料
館
は 

世
界
の
宝
で
す 

こ
こ
を
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
か 

ら
40
年
ほ
ど
経
過
し
ま
し
た
。
よ 

     4
0 年ほど経ちました。よう 

深澤晟雄資料館／〒029-5614 西和賀町沢内字太田 2-68   

  

TEL&FAX 0197-85-3838 
E ﾒｰﾙ    masao@nisiwaga.net 

 

資料館の 

感想ノートから 
 

世
界
へ
広
が
れ 

生
命
尊
重
の
輪 

 

三
度
目
の
沢
内
訪
問
で
す
。
生

命
尊
重
の
輪
が
世
界
中
に
広
ま

る
こ
と
、
平
和
が
続
く
こ
と
を
祈

っ
て
い
ま
す
。 

後
期
高
齢
者
と
な
り
「
す
こ

や
か
に
老
い
る
」
の
言
葉
に
注

目
し
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
に

な
っ
て
「
人
生
最
後
も
大
事
か

な
？
」
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。 

（
鹿
児
島
県
屋
久
島
町  有

馬
様
） 

沢内村時代を学ぶ夢かなう 

神奈川県松田町から議員４名で来まし

た。多くの問題をかかえて町政に取り組ん

でいます。 

 沢内村の話を聞き、ぜひ一度来て勉強した

かったです。夢がかないました。説明員さん 

ありがとうございました。 

（神奈川県松田町 齋藤 永 様） 

う
や
く
沢
内
を
訪
れ
る
こ
と
が
で

き
て
感
激
で
す
。
こ
の
資
料
館
は

世
界
の
宝
で
す
。 

 (

岡
山
県
倉
敷
市 

谷 

聖
美
様
） 

 

村
長
の
生
涯
に 

 

我
が
人
生
思
う 

大
阪
か
ら
雫
石
の
友
人
を
訪
ね

て
来
た
ら
、
こ
こ
に
連
れ
て
来
て

く
れ
ま
し
た
。
幾
多
の
反
対
と
困

難
を
乗
り
越
え
て
自
分
の
命
を
賭

け
て
村
民
の
生
命
を
守
ら
れ
た
深

澤
村
長
の
生
涯
に
感
動
し
ま
し
た
。 

 
 

私
も
雪
国
の
生
活
を
楽
に
す
る

商
品
を
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
金
も

う
け
で
な
い
喜
ん
で
も
ら
え
る
仕

事
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
大
阪
市 

亀
田
光
郎
様
） 

 

資
料
館
か
ら
お
願
い 

＊ 

資
料
館
は
11
月
13

日
～
来
年
４
月
16
日
ま
で
冬
季
休
館
し
ま 

 

す
が
、
事
前
の
予
約
が
あ
れ
ば
開
館
し
ま
す
の
で
下
記
表
示
の 

電
話
番
号
で
で
き
る
だ
け
早
め
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

＊
「
深
澤
晟
雄
の
会
ニ
ュ
ー
ス
」
は
今
号
で
100
号
を
迎
え
ま
し
た
。 

生
命
尊
重
の
深
澤
精
神
を
発
信
す
る
情
報
紙
と
し
て
今
後
と
も 

皆
様
の
情
報
提
供
や
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

~
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~
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~
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~
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